
　　　　事務処理基準抜粋　平成23年10月改正場外離着陸場 設置基準
名 称 設 置 の 基 準 配 置 灯 光 等 光 度 等

周囲の状況から位置の 離着陸地帯の周辺であって、光柱が離 航空白の閃光 実 効 光 度

確認が困難な場合に必 着陸する回転翼航空機の妨害とならな カンデ3.800
飛行場灯台 要。 い位置に、当該灯火が光源の中心を含 閃光回数は１分間 ラ以上。

む水平面から上方の全ての方向から見 に ～ 回。30 60
えるように設置すること。

必 要。 離着陸地帯の周辺に、夜間において少なくとも ｍの上空から風向指300
示器の指示する方向が明瞭に視認できるような照明を有するものを設置

風 向 灯
すること。風向指示器は、長さ 以上、径 ～ 以上であるこ2m 0.6m 0.2m
と。

①屋上の場合必要。 離着陸地帯の周辺であって、航空機の 航空可変白の不動 離着陸地帯

航行に障害とならない場所に設置する 光。 の中心にお

②進入方向が交差する こと。 ける法線照

着陸区域 場合で、２方向の離着 度 ルクス10
照明灯 陸地帯を包括する区域 以上。

の強度が一定でない場

合に必要。

（図 ）1
必 要。 離着陸地帯の境界線から 以内で 航空黄の不動光 カンデラ1.5m 10

１５ 以下のほぼ等間隔に８個以上設 で、光源の中心を 以上。m
置すること（図２ 。 含む水平面から上）

境 界 灯 ２方向の離着陸地帯の場合は、包括す 方最小限 度ま30
る矩形に同様に設置すること（図３ 。 での全ての角度か）

ら見えるものであ

ること。

①周囲の状況から進入 ①離着陸経路と離着陸地帯の境界線と 航空緑の不動光 境界灯の光

方向の確認が困難場合 が交差する付近から６ｍ以内でその経 で、光源の中心を 度の ％以50
に必要。 路に直交する直線上に離着陸経路に対 含む水平面から上 上。

し対称に 以下のほぼ等間隔に３灯 方最小限 度ま3m 30
以上設置すること（図４ 。 での全ての角度か）

②進入方向が交差す場 ②交差する進入経路の場合、片側に３ ら見えるものであ

合に必要。 灯以上、他の側に５灯以上設置するこ ること。

境界誘導灯 と。

6m進入側の離着陸地帯の境界線から

以内に設置すること、包括する矩形の

境界灯の内側となる場合には、当該境

界灯から外側 以内に設置するこ1.5m
と（図５ 。）

③進入方向が一方のみ ③一方向進入の場合、その方向のみに

の場合に必要。 ３灯以上設置すること（図６ 。）

着陸予定時刻の１時間前に点灯の準備をし、当該着陸予定時刻の少なくとも１０分前に点灯す

ること。ただし、緊急に点灯する必要がある場合は、この限りではない。
点灯の基準

離陸した時は離陸後少なくとも５分間は点灯を継続すること。



図１ 着陸区域照明灯の設置基準

離着陸地帯 及び を包括する区域（太線内）のＡ A B
強度が一定でない場合に設置

Ｂ

図２ 境界灯の設置基準 （進入離脱方向が１８０°直線の場合）

各灯火の間隔は 以下、境界灯と離着陸地帯の15m
間隔は 以内1.5m

以下15m

以内1.5m

図３ 境界灯の設置基準 （進入離脱方向が２方向交差の場合）

各灯火の間隔は 以下15m
Ａ

離着陸地帯 及び を包括する区域（太線内）とA B
境界灯の間隔は 以内1.5m

Ｂ

以下15m

以内1.5m



図４ 境界誘導灯の設置基準 （進入離脱方向が１８０°直線の場合）

６ｍ以内

境界灯

境界誘導灯

６ｍ以内

３ｍ以下のほぼ等間隔

図５ 境界誘導灯の設置基準 （進入離脱方向が２方向交差の場合）

以内1.5m
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６ｍ以上の時Ｂ
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図６ 一方向進入の場合
６ｍ以内


